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   A case of calcified renal aneurysm with hypertension was reported and renal aneurysm 
was discussed according to literatures. 
   A 25-yers-old man was admitted to our hospital with epistaxis. Physical examination 
 revealed no significant changes except for hypertension (180/110 mmHg). Flat film of the 
abdomen revealed several ring-like calcifications between the right transverse processes 
of the first and second lumbal  vertebrae. An excretory urogram and perirenal air  insuf-
flation revealed a small non-functioning right kidney and a hypertrophied shadow of the 
left kidney. An aortogram failed to reveal the right renal artery as well as significant 
changes of the left renal artery. The patient was subjected to laparotomy. The small 
and atrophic right kidney and  several calcified tumors at its hilum were explored and 
excised together without remission of hypertension. Calcification with partial ossification 




され る比較的稀な疾患であ る.臨 床 的に無症候
の こ とが多 く,問 題はむ しろ高血圧又 は動脈 瘤
破裂 などの合併症 にあ る.近 時腎性 高血圧 への
関心が高 まり,同 時に臨床診 断法 としての腎動
脈撮影法が普及 して以来,本 症 の臨床報 告例は
欧米 においては あいついでみ られ るようになっ
た.Garritanos)は文献上本症 の180例を集め,
真性動脈 瘤142例中57例,偽 性 動脈 瘤38例中3
例計60例,即 ち約1/3が極 く最 近の1951～1957
年 の間に報告 されてい るとい う ひ るがえつて













































































































総 括 と 考 按
1)腎 動脈瘤 と腎性高血圧
腎動脈瘤患者は 臨床的 に 無症候 の ことが 多
く,時 に血尿,腰 部,側 腹部叉 は 上腹部 の疹
痛,腰 部又は上腹部 の腫瘤等を訴 える.然 しな
が ら愁訴 の大多数 は頭痛,眩 量,鼻 出血,不 安
な ど不特定 の高血圧症状 である.こ の ような高
血圧 は家族的 に発生す る ことはな く,突 然発症
す るか,又 は従来存在 した ものが突然悪化 し固
定化す る傾向 をもつ てお り,い わゆ る腎性高血
圧 と呼ばれ るものに属 している.
さて腎性高血圧 はGoldblatt7)がこれを犬 を
用いて実験的 に偏腎性 に発生せ しめる ことに成
功 して以来,泌 尿器科領域か らの臨床的研究 は
急激 に活澄 となつた.そ の原因 とな り得 る疾患
は多 種多様で あるが,大 き く腎実質性疾患 と血
管茎 自身 の疾患 とに区別出来 る.前 者 には腎孟
腎炎,糸 球体 腎炎,腎 周囲血腫 等が あ り,後 者
には動脈硬化症,腎 動 脈血 栓,腎 動 脈瘤,腎 動
脈の炎症 性閉塞性疾患(Endoarterits,Throm-
boangitisobliterans,Periarteritisnodosa)
等の他腎動脈 の攣 縮,外 傷,腎 廻転又は腎下 垂
に よる腎茎の轡曲,腫 瘍,大 動 脈瘤等に よる腎
茎の圧迫等が ある.け だ し高血圧は上述 の疾患
に よる血流障害 のため該当す る腎が虚血腎の状
態に陥い り,こ こでreninの 産生が高め られ
renin-angiotensin系を 介 して 発症す るもの
と一 般に考え られてい る.然 しこれ ら原因的疾
患のすべてに高血 圧が発生す るものでは な く,







腎動脈 瘤の診断は疹痛,血 尿お よび腹部腫瘍
等に よつて推測 され るが,確 診又は無症候 の場
合 には後 に述べ る単純 レ線像又 は動脈撮影法 に
よ らねば な らぬ.な お腎動脈瘤 に高血圧 の合併



















抗 し,外科的治療によつて改善 し得る点,他 の
原因による腎性高血圧 と同様われわれ泌尿器科






















ば35%,そ れ以上経過 した場合 は26%,Scho-
ffer26)は2年以 内な らば67%,そ れ以上では47
%有 効 であ り,手 術 時期 に よる成績の差異が認
め られ ると 述べてい る.自 験例 に 腎捌 が 行わ
れ,血 圧 の正常化 が起 らなかつた ことは以上の
理由に よる もの と解釈 してい る.
1工)腎動脈瘤 の石灰化















腎 前 性 と 同 じ
■ 偽 性 腎 動 脈 瘤(Falsche
erienaneurySmen)




とし,真 性嚢状 の ものに石灰沈着 が起 り易 い と
述べ てい る.Abeshouse3)は115例中31例,
Garitano5)は60例中3例,Poutasse9)は翼状動
脈 瘤12例中6例 に石灰 化をみてい る.そ の他に
も石灰化 した腎動脈瘤 の報告 はかな り多 数み ら
れ る.
石灰化 の第一 の臨床的意義 はその診断的価値
で ある.腎 動脈瘤 の診断 については先 に も少 し
ふれた通 り,動 脈撮影法は石灰化 をみない腎動
脈 瘤の診断に欠 くこ との出来 ない重要 な手技 で
あ ることはい うまで もないが,単 純撮影上腎門
部 に認め られ る極めて特微 のあ るcalcificring-
likeshadow,又はcrackedeggshellappear-
anceも亦本症診 断の確定又は 診断へ の 手引 き・
に な る こ とが少 な くない9〕12)20)2D23)24)Har一
623
rowlo》に よれば142例の真 性動脈 瘤の うち,動
脈撮影法 に よる診断 は1/5の28例に過 ぎないが,
単純撮影で診断 され た症例は約半数 の69例であ
る.勿 論石灰化 した腎動脈瘤はv.Ronnen4)も
あげている如 く,1)脾 一,肝 一,膵 一お よび
腸問膜動脈瘤の石灰沈着,2)腎 石,3)胆 石,
4)腎嚢胞 の石 灰沈着,5)腸 間膜 リンパ節 の石
灰沈着,6)腎 腫 瘍の石灰 沈着お よび石灰化 し
た腎結核 等 との鑑別が必要 で,DUx23》は この
ために も動脈 撮影 法を重視 してい る.わ れわれ
の症例で も比較的典型 的な輪状陰影 を腎茎部 に
認めてい る.
石灰化 の第二 の臨床的意義 は治療方針 の決定
並びに予後 の判定 に関 す るものである.腎 動脈
瘤 の合併症 としての高血圧 につ いては既 に述べ
た如 くであるが,他 の1つ の重要 な合併症は動
脈瘤 の破裂で,致 命的で さえあ る.Harrowら1・》
はa t iovenoustype!1例を除 いた169例を
石灰化を伴つた69例とそ うでない100例の冥性
お よび仮性動脈瘤 との2群 にわけて,破 裂の有
無を検討 してい る.こ れに よると石灰化 をみな
かつた24例(24%)内真性!9例,仮 性5例 に破
裂 が起 り,そ の内20例が死亡,6例 は妊娠 中に
起 つた ものであつたが,石 灰化 を伴 つた症例 に
は1例 の破裂 もなかつ た.石 灰化 した大動脈瘤
には破裂 を来 した との報告 が少か らずみ られ る
のに反 し,こ のように石灰化腎動脈瘤 に破裂 の
危険性が ない理 由につ いては明 らか でない た
だ石灰化腎動脈瘤 につ いて云 えば石灰化 しない
もの よ り長期 に存在 してお り,破 裂す る以前 に
動脈瘤壁が線 維組織に よつ て十分 に取 り囲 まれ
た状 態に あることが考 え られ る22).そ れは さて
お き上述の臨床 的事実か らHarrowら10}も結
論 してい る如 く石灰化 腎動脈瘤 は,そ の予後は
高血圧 を合併 しない限 り致 命的で さえあ る動脈
瘤 の破裂 とい う点においては極 めて楽観的で あ
り,又 若年者 お よび妊婦 を除けば正 常血圧 で血
尿,疹 痛等を伴 わない無痛候性 の ものは手術 の
対象 とな らぬ といえる.
皿)本 邦報告例 につ いて
既述の如 く本邦 におけ る腎動脈瘤 の報告 は勝
目ら(1961)が最初で本例 を含 めて6例 に過 な
624 小田他一高血圧を伴つた石灰化腎動脈瘤例










































高 血 圧鼻 出 血











































め られ,欧 米の報告 とほぼ同様である.性別で
は男子2例 女子4例,患 側別では左4例 右2例
で症例数が少 くこれをもつて結論することは早
計である.欧米文献では特に有意の差はみ とめ
られていない.高 血圧 は5例 にみ られ,4例 が
これを主訴 とし,高血圧にみ られる鼻出血を主
訴 とするもの2例,頭 痛嘔吐を主訴 とするもの
1例である.又患側の腰痛を2例,血 尿をユ例
にうている.こ れらの 主訴 あるいは臨床症状
は,愁訴の大多数が頭痛眩量鼻出血不安など不
特定の高血圧症状であり,時に血尿,患 側の腰







像を3例 に認めてお り,これ らの所見も又腎動
脈瘤の二次的間接的病変 として見逃がすことは
出来ない,
発病か ら治療 までの期間 と治療成績 との相関
についてみるに高血圧を伴つた5症例の中発病
か らの推定年月 日の記載のあるものは4例 で,









つて確認 された石灰化腎動脈瘤の1例 を報告 し
た.
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図7別 出腎単純撮影像 図8別 出腎逆行性腎孟撮影像
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